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スピン波アドレスエンコーダ・デコーダ
CMOS限界を超える省電力・高速・小型化な
次世代情報処理技術

情報化社会の発展に伴い、より低消費電力、高速、小型なデバイスが
求められているが、既存の半導体集積回路（CMOS）の微細化や高集
積化には物理的・技術的な限界があるとされている。これは電子の移動を
利用するデバイスでは発熱や遅延が不可避なためである。そこで発明者ら
は、スピン波（特に磁性絶縁体YIG中を伝搬するマグノン）を情報担体
とし、電子の移動を伴わない情報通信技術の原理実証や演算素子の作
製に成功している。
本発明は、前記マグノンを利用し、リング状の干渉部を用いて複雑な入
力信号を適切なアドレスに出力するアドレスエンコーダ・デコーダ回路に関す
る。

概要

 人工皮膚（人間並みの感覚を検知するセンサ群）
 3Dディスプレイ（医療・エンターテインメント分野など）
※既存のCMOSではトランジスタの数が膨大となる用途において省電
力化・小型化・高速化）
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東北大学技術紹介

位相・波長の異なるスピン波は干渉せず多重化が可能
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